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要約 
複式簿記とは、「資産の変動とその原因を左右に分けて構文的に記述する記法」であり、費用を

左にプラスで記述する形式もまた、構文上の整合と歴史的制約を反映した言語的構造である。本稿
は、この定義に基づき、簿記全体を一貫した記述体系として再定義する試みである。 
第1章では、複式簿記の定義を構文と言語の交差点に位置づけ、勘定科目・位置・符号という三

要素が記述上の意味を形成する文法体系であることを確認した。 
第2章から第4章では、貸借対照表（BS）と損益計算書（PL）の関係を、構文的補文構造として捉え

直す。PLは、BSに対して外部に並置された別表ではなく、資本と運用者の分離という制度的要請の
もとに導入された「変化の理由」を記述する監視構文であり、BSの右側と構文的に接続される。 
第5章では、費用を左にプラスで記述する形式が、「右にマイナス」という二重否定的表現を避ける

ための設計であることを示し、簿記全体がマイナスの意味を構文位置の転倒で表現する言語体系と
して成立していることを確認した。 
第6章では、簿記を「意味のある構文言語」として教育的に再認識する意義を提起した。とくに、簿

記三級以前の段階で構文的理解を導入することで、仕訳への違和感や暗記科目という誤解を解消
し、簿記全体の意味と構造をつなぐ視点が得られる。簿記は慣行ではなく、可読性・整合性・因果記
述のすべてを備えた記述言語であるという立場から、学術的・構文的にその本質を再定義すること
が本稿の目的である。 

まえがき 
簿記は単なる操作手順の集合ではなく、「意味をもった構文文」を生成するための記述言語であ

る。費用を左に書く理由、左右による因果構造、符号による変化の方向性──これらはすべて、構文
的規則に基づく言語的構成の一部である。 
とくに、簿記三級の学習に入る前にこの視点を理解することで、「仕訳は暗記科目だ」「左右の配

置がわかりにくい」「どうしてそう書くのか納得できない」といった学習上の障壁は大きく軽減される。
記述の根拠が意味と構造に基づいていることを知ることで、簿記は「読める文法」として手に入るよう
になる。 
本稿は、複式簿記を「意味をもった構文体系」として再定義し、その内部構造、記述規則、可読性

の設計、そしてPLとBSの構文的接続までを体系的に明らかにするものである。簿記を構文として再
認識することが、記録・理解・設計を統一する新たな記述文化の出発点となる。 

第1章　勘定科目と「位置」の論理 

1.1 複式簿記とは 
『複式簿記とは、現在の資産がどのように形成されたのかを出資者に説明するために、資産の増

減とその理由を分けて記述する記法である。左には資産の増減を、右にはその増減の原因を記録



する。この構造は、英語でダブルエントリーブックキーピング（double-entry bookkeeping）と呼ばれ、
全体が因果構造を明示する対比的な構文となっている』 
本稿全体は、この『複式簿記』の定義と構文的要請──すなわち「資産の変動とその原因を、左右

に分けて記述する」という構造──を起点とし、それを貫く記法の正当性を多面的に明らかにすること
を目的としている。費用が左にプラスで記述される理由、PLがBSの補文として接続される構文的意
義、そして勘定科目・位置・符号の三軸による整合的な文法体系──これらすべては、複式簿記とい
う記述言語が本来的に備える一貫性と意味構造を支える要素である。本稿は、これらの構文的原理
を体系的に明示することで、簿記という形式が単なる慣習や操作ではなく、意味と構造に基づく記述
言語であることを再確認する試みである。 

1.2 勘定科目はなぜ左右に分かれるのか 
簿記において記述が左右に分かれるのは、単に視認性を高めるためではない。構文的必然性に

基づいた意味構造の反映であり、取引という出来事を構造的に記述するための装置である。左右の
記述は、原因と結果、あるいは状態と変化の対応関係を表現する意味領域として制度化されてい
る。 
左側には、取引によって変化した「もの」──たとえば現金や備品などの資産や、減少した要素とし

ての費用が記される。右側には、その変化の「原因」──たとえば売上や借入、支出の理由となる取
引の相手方の情報や背景が記される。たとえば現金が増加した場合、左に「現金」、右に「売上」や
「借入金」などが記述される。このとき仕訳は、現金という結果と、売上や借入という原因を、構文的に
左右へ分離して記録しているのである。 
この構文的分離は、単なる表形式ではない。むしろ、言語における「主語－述語」や「原因－結

果」といった構文構造と同様の論理に基づいた因果記述の形式である。簿記とは、現実世界の経済
的出来事を、言語的構文を通して形式的に記録する記述体系である。 
一般に「運用と調達」や「もらったものとあげたもの」「出ていったものと入ってきたもの」といった説

明がなされることが多いが、これらは簿記の構文構造の一部を比喩的に表現したにすぎず、構造の
全体性を説明するには不十分である。こうした表現は初心者にとって直感的ではあるが、構文の本
質的理解を阻害する要因にもなり得る。 
実際には、すべての仕訳は「資産の状態」と「その変化の原因」という二項構造に帰着する。たとえ

ば「左に資産の変化」「右にその原因」を原則とすれば、どのような取引もその構文に還元して解釈
できる。これは、構文設計上の普遍原理としての機能を果たし、複式簿記全体の記述体系を支える
基盤でもある。 
ゆえに、勘定科目が左右に分かれるという事実は、記録上の便宜ではなく、簿記が意味と因果の

構造を記述するために選び取った構文的装置であり、それ自体が簿記の記号論的本質を体現して
いるのである。 

1.3 「位置」による意味付けと構文の安定性 
複式簿記における左右の分離は、単なる視認性の配慮ではなく、記述構文としての整合性と安定

性を担保する設計である。とりわけその起源は、数値にマイナスという符号概念が存在しなかった時
代に、意味の反転をどう表現するかという構文的課題への対応にあった。 
左右の位置を反転させることで増減の方向を表現し、記号の制約を構文で補うという手法は、結

果として堅牢な記述体系を生み出した。だが、この構文的工夫は同時に、今日において費用が「資
産の減少の理由」であるにもかかわらず左に書かれるという、論理的一貫性に反する配置を固定化
してしまった。 
この逆転現象こそが、初学者が簿記を暗記科目とみなす最大の原因である。構文としては整って

いても、意味的には矛盾して見えるこの構造が、「覚えるしかない」という断絶感を生み出している。
すなわち、簿記が本来もつ論理性は、構文の歴史的固定化によってかえって隠蔽されているのであ
る。 
複式簿記はたしかに構文的安定性をもつが、その構文がどのような意味的逆転を内包しているの

かを理解せずに用いるかぎり、簿記は読めず、ただ記憶されるだけの体系となる。現在の記述形式
が成立した経緯を理解することは、その逆説を読み解く唯一の手がかりとなる。 



1.4 左右の反転は数値の意味の反転である 
現代ではマイナス記号を用いることが可能となったが、簿記における左右構文はいまだに有効で

あり、形式上も論理上も堅牢である。これは単なる慣習による残存ではなく、構文と代数のあいだに
本質的な対応関係があるからである。たとえば「借方に広告費100」と記述することは、「貸方に広告
費−100」と記述するのと意味的に等価であり、左右の反転が数値の符号の反転に対応していること
を示している。 
この構文的設計と代数的符号体系が結びつくことで、複式簿記は記録手段にとどまらず、構文的

整合性と代数的可換性を兼ね備えた高度な数式表現体系へと進化した。左右という視覚的記法と、
正負という抽象的記号が共存・補完しあうことで、読みやすさと演算可能性が同時に確保されている
点において、複式簿記は数式を上回る柔軟性と記述性を持つ。 
すなわち、仕訳とは構文として記述されると同時に、代数的変換を許容する表現であり、簿記全体

は「読める数式」「操作できる構文」として機能する。マイナスの記号が加わったことで、かえって左右
構文の意味が明確になり、簿記は単なる帳簿記録を超えて、意味と操作が一致する論理的言語とし
ての完成度を高めるに至ったのである。 

1.5 勘定科目の分類と左右の原則 
すでに述べた複式簿記の定義によれば、左には「資産の状態」、右には「その資産がなぜ変動し

たか」という原因が記述される。この配置は、原因と結果を構文的に分離し、視認的・意味的な整合
性を実現するための設計である。現金が増加したならば、左に「現金」、右に「売上」や「借入金」を記
す。これは複式簿記の基幹構文であり、「結果→原因」という構文的因果を定義している。 
この構文において、左は「資産の変化」、右は「その理由」として直感的に「左＝自分の持ち物」

「右＝なぜそうなったか」と捉えることが可能である。だが、費用の配置だけはこの構文に対して一見
して矛盾している。費用とは「資産の減少理由」であり、本来は右に−100と記述するのが自然であ
る。しかし、実際には左に＋100と記述されている。 
この構文的転倒は、マイナス記号が存在しなかった時代の制約に由来する。当時は減少を意味

する「−100」を記述できなかったため、「＋100」を反対側に記載するという構文的代替が採用され
た。すなわち、「右に−費用」を「左に＋費用」で表現することで、構文整合性を保った。この手法は、
位置によって意味を担保する構文技術であり、減少という事象を構文内で視認的に表現可能とする
工夫である。 
このように、費用を左に記述することは構文的整合性に反しているようでいて、実務面ではむしろ

高い合理性を発揮する。同一側に「資産の増加（資産勘定）」と「資産の減少要因（費用）」を並置す
ることで、資産の変動を視覚的に一括把握でき、検算が容易になる。加えて、「左に費用」「右に収
益」と記述することで、損益の対比が明確になり、差額の計算も視認的に行えるという実務的利点が
生じる。 

1.6 左右構文の意義と限界 
このような配置は、古典期におけるナレーション様式から表形式への進化の中で自然に形成され

たものである。「左＝資産」「右＝理由」という構文の可視性は、教育上も実務上も高い効果を発揮
し、構文的表現として定着した。 
しかし、この構文は初学者にとって大きな障壁ともなる。費用という「理由」が左に配置されること

は、「構文的因果」に反しているように見えるからである。これが簿記を「理解ではなく暗記」とする最
大の要因の一つであり、簿記が敬遠される理由の根源にもなっている。 
だが、これは「不整合」ではなく「整合の再設計」である。記号表現の制約、視認性の工夫、実務

上の合理性、教育上の直観性──こうした複数の要因が交錯した結果として、現在の構文が成立し
ている。 
最終的にこの体系は、構文と代数を同時に成り立たせることに成功している。「借方に広告費100

」は「貸方に広告費−100」と代数的に等価であり、仕訳は構文としても演算としても完結する。複式簿
記は、記録言語であると同時に、論理演算を内包する表現体系である。この柔軟かつ堅牢な構文構
造こそが、複式簿記を近代的記述モデルとして完成させた所以である。 



仕訳例A（通常記述） 
　借方：広告宣伝費　100円　​／　貸方：現金　100円 
仕訳例B（左右反転＋符号反転） 
　借方：現金　​ ▲100円　／　貸方：広告宣伝費　▲100円 

第2章　数式としての簿記──マイナスの導入 

2.1 複式簿記におけるマイナスの意味 
複式簿記は本来、構文上の「位置」によって増減を表現する記述体系であった。たとえば「左に現

金100円」と記述すれば、それは現金という資産が100円増加したことを意味し、同様に「右に現金
100円」と記述すれば、現金が100円減少したことを示す。このように、数値の正負ではなく、左右の
位置で増減を表現するのが構文的特徴である。 
しかし近代以降、数学的な記号──とくにマイナス記号（−）──の導入により、複式簿記の記述は

代数的変換が可能な表現体系へと進化した。たとえば、仕訳「左：広告費100／右：現金100」は、
「広告費100が発生し、現金が100減少した」という事実を示すが、代数的には「左：現金−100／右：
広告費−100」と変換しても、数値的には等価である。 
このことから、マイナス記号は単なる減少を表す記号ではなく、構文の左右を転換する装置として

機能する。つまり「左に＋100」と「右に−100」は同じ経済的効果をもち、記述構文としては等価であ
る。 
この仕組みにより、複式簿記は「構文としての言語」でありながら、「数式としての演算」にも適用可

能なハイブリッド体系となっている。構文的には「左右の位置」が意味を担い、代数的には「符号の操
作」が構文を内在的に表現する。すなわち、マイナス記号は、簿記の構文と代数の橋渡しをする中
核的記号として位置づけられるのである。 

2.2 符号操作による記述の合理性 
簿記におけるマイナス記号の真の役割は、単なる増減の方向を示す記号ではなく、「構文的整合

性を維持したまま表現形式を変換するための演算子」である。たとえば「費用100を記録する」という
命題に対して、「借方に広告費100」と書く構文と、「貸方に広告費−100」と書く構文は、経済的意味
において完全に等価である。これは代数における移項と同様の構造であり、簿記の構文が演算的整
合性に基づいて構成されていることを示している。 
この記述形式では、勘定科目そのものは保持したまま、記述位置と符号の反転だけで意味が構

文的に変換される。すなわち、左右の配置と数値の正負が互いに補完しあい、仕訳全体の意味が
保持されるという高い柔軟性を有する。これは、簿記構文が自然言語のように語順固定的ではなく、
構文変形に耐える数式的表現であることを示している。 
歴史的には、15世紀のズムマの時代においては、減少や逆向きの記述は位置の反転によって表

現されていた。マイナス記号の運用は当時まだ記述慣行として確立しておらず、構文による意味表
現が主流であった。つまり、「右に記述する」ことが「マイナスであること」の代用記法として機能してい
た。 
しかし近代以降、代数学の体系化とともに、記号論的手段としてのマイナス（−）が会計の記述にも

導入され、構文的な「位置記法」と演算的な「符号操作」とが暗黙的に融合し始めた。この時期の詳
細な分水嶺は歴史的に明示できないものの、「マイナス記号によって位置の転倒を代替できる」とい
う認識が定着したことで、簿記は構文と言語を越えて、数式に準じた記述言語へと進化したといえ
る。 
このように、複式簿記における符号操作は、単なる視覚的記述の工夫を超えて、記述構造の意味

変換と形式整合を担う中核的な構文装置である。結果として、簿記は記録と同時に演算が可能な言
語体系として、構文的な厳密性と代数的な汎用性を両立させている。 

2.3 左右の入れ替えを符号操作で実現する 
複式簿記では、借方と貸方に異なる勘定科目を配置することで取引の二面性を記述する。だが左

右を単純に入れ替えただけでは意味が反転し、構文として成立しない。たとえば「借方 広告費 100



／貸方 現金 100」を左右だけ逆にすると、「借方 現金 100／貸方 広告費 100」となり、まったく異な
る取引となってしまう。 
このとき有効なのが、左右の入れ替えと同時に金額の符号を反転させる操作である。「借方 広告

費 100／貸方 現金 100」は、「借方 現金 −100／貸方 広告費 −100」と変換でき、代数的には恒等
的となる。構文が異なっていても、経済的意味は同一である。簿記はこのように、視点の交代を代数
的操作で表現可能な言語でもある。 
この発想は近代以降、マイナス記号が記述手段として利用可能になったことで定着した。それ以

前、ズムマやパチョーリの時代には、マイナスという記号がなかったため、位置を変えることで意味を
表現するしかなかった。つまり、「減少」を右側に書くことで表現し、「左にプラスで書く」か「右にマイ
ナスで書く」かという選択肢は存在していなかった。 
こうした記号制約のなかで、当時の簿記は配置によって意味を伝える構文言語として発展した。

後にマイナス記号が導入されたことで、構文的操作と代数的操作が融合し、現在のような変換可能
な仕訳構造が成立した。 
このように、符号の反転と位置の反転の組み合わせは、複式簿記を構文と代数の両面から支える

仕組みであり、取引の視点を柔軟に記述しながら意味の一貫性を保つための重要な技術である。 

2.4 数式として読める簿記構文の特徴 
簿記構文は、単なる記録手段ではなく、数式的読解に耐える構造を備えている。仕訳とは、経済

的事象を構文として記述する行為であると同時に、それを代数的恒等式として表現する技術でもあ
る。たとえば、「借方 現金 100／貸方 売上 100」という仕訳は、現金の増加と売上の発生という二つ
の出来事を記録しているが、その背後には「＋100 −100 ＝ 0」という恒等関係が成立している。この
構文は、形式上は左右に分かれていても、本質的には一つの代数的構造に統合されている。 
ここで重要なのは、借方・貸方という位置の差異が、単なる視覚的配置にとどまらず、数値の符号

と連動して意味の対称性を成している点である。すなわち、「左に＋100と記述する構文」と「右に
−100と記述する構文」は経済的に等価であり、代数的には相殺関係にある。この構文構造が、仕訳
を単なる言語的記録ではなく、操作可能な代数系として機能させている。 
この特徴は、個別の仕訳にとどまらず、簿記全体の構文体系に一貫して見出される。たとえば、損

益計算書においては「収益 − 費用 ＝ 利益」という構文が用いられ、貸借対照表においては「資産 
＝ 負債 ＋ 純資産」という恒等式が前提となっている。いずれも、構文の対称性と数式の平衡性が融
合した表現形式である。 
簿記構文は、現実の取引という非形式的な事象を、形式的な構文と言語で写像する。その構文

は、単なる記述ではなく、等式としての演算的整合性を常に要求される。この意味において、簿記は
言語であると同時に数式でもあり、その両義性を備えた表現体系である。ゆえに、仕訳は「読まれる
記述」であると同時に「計算される構文」として、意味と演算を両立させる構造的技術なのである。 

仕訳例A（構文による増減の表現） 
　借方：現金　100円　／　貸方：売上　100円 
（意味：現金という資産が100円増加し、売上という収益が100円発生した） 
 
仕訳例B（構文反転＋符号反転） 
　借方：売上　▲100円　／　貸方：現金　▲100円 
（意味：売上がマイナス100円、現金がマイナス100円。代数的には上記と等価） 

第3章　位置のマイナスと符号のマイナス──移項の論理 

3.1 貸借の「入れ替え」と数式の移項 
仕訳における左右の配置は、原因と結果、あるいは変化とその説明という意味の対応をもつが、

それはあくまで一つの視点にすぎない。数式として捉えるならば、簿記における左右の移動は「移
項」という代数操作に相当する。たとえば「借方に費用100／貸方に現金100」という構文は、数式的
には「費用−現金＝0」という恒等式と等価である。この式から任意の項を反対側に移すことで、たとえ



ば「現金＝費用」という再構成が可能になる。簿記の構文はこの移項操作によって、左右を反転しつ
つも意味を保存する構造を持っている。これは構文が意味論的であるだけでなく、演算可能な表現
体系でもあることを示している。 
もっとも、この代数的移項はあくまで構文上の変形可能性にすぎず、帳簿記録という実務におい

ては原則として既存の仕訳は削除されない。記録は履歴であり、経済事象の痕跡として保持される
必要がある。たとえば「広告費 100」の記録を取り消すには、「貸方 広告費 100」という仕訳を新たに
記入することで、代数的には相殺しつつも、履歴としては両方の仕訳を明示的に記録する。このよう
に、簿記の構文は代数的整合性を保ちつつも、「記録としての不可逆性」を同時に保持するという二
重性を備えている。 

3.2 構造的に左右どちらにも動ける設計 
複式簿記の各仕訳は、形式上「資産の増減は左、その理由は右」という基本構文に基づいて記述

される。多くの勘定科目はこの構文原則に沿って借方・貸方に分類されており、構文上の位置と意
味の対応は一貫している。しかし、費用に限っては、本来「資産減少の理由」として右側に記述され
るべきものであるにもかかわらず、左側にプラスで記述されている。これは、歴史的にマイナス記号が
使用できなかった時代の構文的代替手段であり、記号を使わずに意味を構文で表現する工夫で
あった。 
このような構文の例外がある一方で、現代の簿記は、取消仕訳や減価償却累計額の記述におい

て、構文的位置の転換と数値符号の反転を組み合わせ、意味の保存を図りながら柔軟な記述を可
能にしている。すなわち、仕訳構文は一方向に固定されたものではなく、「記述位置と符号の変換」
によって意味の等価性を維持しつつ、視点や目的に応じた操作が可能な可逆的構文体系となって
いる。 
このような構造により、複式簿記は「左右の形式的安定性」と「演算的柔軟性」を両立させ、記録と

しての正確さと表現としての汎用性を兼ね備えた記述言語へと進化している。 

3.3 現代簿記の「代数的柔軟性」 
簿記はもともと、仕訳を左右の構文配置によって意味づける記述体系として発達してきた。しか

し、現代においてはマイナス記号の導入やコンピュータによる処理との接続性を背景に、代数的読
解にも高度に対応する表現体系へと進化している。仕訳における「左に100」と「右に−100」のような
記述は、構文的には異なるが、代数的には同一である。こうした構文と演算の二重対応性により、仕
訳は「意味のある文章」であると同時に「変形可能な式」として機能する。 
この構文的柔軟性は、特定の勘定科目──とりわけ負債や資本──に対しても適用される。たとえ

ば負債が減少した場合、それは左側に記述されるが、数式的には「右の項のマイナス」として表現さ
れる。すなわち、「マイナスの右」は「左」に等価であり、これは簿記における「マイナスのマイナス」と
いう演算的視点の応用である。収益や費用と異なり、負債や資本は「常に右側にあるもの」とされが
ちだが、これは本質的な定義ではなく、あくまで記述便宜としての構文配置に過ぎない。 
現代簿記では、これらの勘定科目を「正の符号をもつ変数」として捉え、その増減に応じて記述位

置を動的に変更する構文設計が可能となっている。たとえば、資本金が減少した場合は左側に記述
されるなど、数式的に減少方向を示す手段として構文位置を転倒させることができる。このように、構
文と符号の組み合わせにより、意味の保存と記述の対称性が両立されている。 
この構造により、複式簿記は単なる帳簿記録ではなく、構文としての安定性と代数としての操作性

を兼ね備えた高度な記述言語として完成されている。左右構文の整合性は視覚的な可読性を保証
し、数式的操作は記述の再配置や意味の変換を可能にする。簿記は今や、因果と演算の両立を図
る表現体系として、記述・変換・理解のすべてに対応可能な柔軟性を備えている。 

【仕訳例①：移項による構文の再構成】 
借方：広告費　100円　／　貸方：現金　100円 
→ この仕訳は代数的に「広告費 − 現金 = 0」と表現でき、 
　移項により「現金 = 広告費」という構文的再配置が可能 
 
【仕訳例②：マイナスによる取消仕訳の例】 



1回目記録：借方：広告費　100円　／　貸方：現金　100円 
取消記録：借方：現金　100円　／　貸方：広告費　100円 
→ 記録としては2行残るが、代数的には「±広告費100、±現金100」が相殺される 
 
【仕訳例③：負債減少の記述（構文反転とマイナスのマイナス）】 
借方：借入金　100円　／　貸方：現金　100円 
→ 通常右側に記述される「借入金」が左に出現＝借入金の減少 
→ 数式的には「−借入金（負債のマイナス）」＝左への転倒 
→ 負債の「マイナスのマイナス」が資産と構文的に同化する例 

第4章　PLとBSを貫く再定義 

4.1 貸借対照表における構文的対称性──資産とその生成原因 
貸借対照表（BS）は、企業のある時点における経済状態を形式的に記述する文書である。その構

造は単なる資産や負債の羅列ではなく、意味構造における因果の対称性を視覚的に表現した構文
体系にほかならない。左側には企業が現在保有する資産、すなわち「存在しているもの（結果）」が、
右側にはそれがどのような経済的要因によってもたらされたのかという「由来（原因）」が配置される。 
この左右の配置は、構文的には「結果→原因」という因果構造に対応しており、意味論的には「資

産＝負債＋資本」という等式を、構文的には「左＝現在の価値」「右＝その理由」として定義してい
る。たとえば、左に「現金」「機械」「棚卸資産」などが記述され、右には「借入金」「買掛金」「資本金」
などが並ぶとき、それは単なる財目の集計ではなく、「なぜこれらの資産が存在しているのか」を語る
記述構造として機能している。 
この構造は、記述言語としての古典的なナラティブ構文とも親和性が高い。すなわち、「左にある

のは私が今持っているもの、右にあるのはそれがどうして手に入ったのか」という語りの構文である。
これは、現代の投資概念における「運用と調達」という二項対立の図式にも合致しており、BSを構文
的に読み解くうえでの直感的手がかりとなる。企業がどのように資金を調達し、それをどのように資産
に転化しているのかを一目で示すという点において、BSは視覚的言語として極めて高度な記述装置
である。 
したがって、貸借対照表は単なる状態の記録表ではなく、「結果としての資産」と「原因としての負

債・資本」という構文的対応によって、意味の対称性を構築する文法体系として位置づけられる。視
覚的には左右に並ぶ静的な表形式でありながら、その奥には動的な生成過程を語る意味構文が埋
め込まれているのである。BSをこのように再定義することによって、財務諸表全体の構文的基盤が明
示され、簿記が記述言語として成立する論理構造がより明確になる。 

4.2 損益計算書における変動構文──変化の経路としての意味配置 
損益計算書（PL）は、貸借対照表（BS）と対をなす構文文書であり、企業のある期間に生じた経済

的変動を、因果的な意味構造として記述するものである。BSが「ある時点での状態」を静的に記述す
るのに対し、PLは「なぜその状態に変化したのか」というプロセスを語る動的な文法構造を担ってい
る。 

PLに登場する収益と費用は、いずれも資産や負債のような実体ではなく、それらの変動に対して
付与された意味的ラベルである。収益は「資産が増加した原因」、費用は「資産が減少した要因」とし
て構文上定義され、どちらもBSに対する因果的説明文（補文）として機能する。PLはしたがって、状
態ではなく変化そのものを言語的に構文化する帳簿である。 
このとき、PLにおける左右の配置──収益を右、費用を左に記述するという慣行──は、単なる位置

の習慣ではなく、視認性と記述構造の整合を意図した構文的設計に基づいている。費用は本来、収
益と同じく「資産と対になる右側の項目」であるが、それがマイナス要素であるため、「右にマイナス」
と記す代わりに「左にプラス」として記述される。これは「マイナスの右は左に等しい」という構文的変
換であり、記述の簡潔さと意味の視認性を両立させる記法である。 
さらに、費用を左に、収益を右に配置することで、両者の差である利益が右下に配置される矩形

構造が形成され、PL全体が視覚的にバランスよく構成される。通常は費用より収益の方が大きいた
め、この矩形構造は視覚的な整合性を保ちやすく、表としての可読性も向上する。加えて、PLの最



終項である利益は、そのままBSの右側に転記され、「資本の増加」として取り込まれることで、PLとBS
の接続が構文的に保証される。 
ただし、この「バランス」は自然に成立しているわけではない。実際には、「収益−費用＝利益」とい

う差額が定義されたうえで、その差を資本の一部として記述することで、形式的に貸借が一致する構
文が構築されているにすぎない。すなわち、PLが算出した差額を、BS側の右辺に「資本の増加」とし
て仮構することにより、構文上のバランスが成り立つように設計されている。これは簿記という言語体
系における、意味の再配置による整合処理の一形態である。 
このように、PLはBSの構文的変化を語る補助構文であり、静態（状態）を記述するBSに対して、動

態（変化）を構文化する記述文法として機能している。PLは単なる損益の記録ではなく、「BSの変化
を構文的に意味づける」記述言語の一部なのである。 

4.3 位置の意味は構文によって転換される 
これまで見てきたように、簿記における「左右の位置」は、単なる記述位置ではなく、構文的機能に

よって意味を変化させる可逆的な要素である。BSでは「現在ある資産と、その発生原因」としての左
右配置が採られ、PLでは「変化の要因と帰結」として左右が用いられるが、いずれも共通して「意味
の流れ」を左右軸に写像しているにすぎない。 
とくに費用の左記や、利益のBSへの右記といった構文操作は、意味が固定された位置に依存す

るものではなく、「意味をどう記述するか」という構文的選択の結果である。位置は本質ではなく、意
味を可視化するための道具にすぎない。このような視点に立つと、複式簿記は「位置と言語が一対
一に対応している体系」ではなく、「構文的意味に応じて位置が柔軟に転換される表記体系」として
理解される。 
この柔軟性によって、PLとBSは単なる記録文書ではなく、「構文的に整合された言語的構造物」と

して接続される。PLが変化を記述し、その結果をBSに写像することにより、両者は構文的に循環し、
閉じた記述体系を構成する。記号が位置を超えて意味を持ち、また意味が構文によって位置を選
ぶ。この相互転換性こそが、複式簿記を記述言語として捉える最大の根拠である。 

4.4　BS構文から読み解くPL──二表は一構文の時間差断面である 
貸借対照表（BS）と損益計算書（PL）は、見かけ上は別個の帳簿である。しかし、その構文的本質

を精査すると、両者は単に記述対象の時間軸が異なるだけの、同一構文体系の断面にすぎないこと
が明らかとなる。BSが「ある時点の状態」を表す記述であるのに対し、PLは「その状態がなぜ変化し
たか」という動的な説明を担う。構文的にみれば、PLはBSの補助文（subordinate clause）であり、時
間差を伴ってBSの右辺（原因系列）に接続される副次構文として位置づけられる。 

PLに記載される収益と費用は、いずれもBSに変化をもたらす要因として構文的に解釈できる。たと
えば、売上は現金や売掛金の増加要因であり、広告費や人件費はそれらの減少要因である。これら
はすべて、BSの左側（資産）の増減に影響を与える内容であり、PLはそれを意味づけるための動的
記述装置として機能している。収益と費用は実体ではなく、変動の方向性にラベルを与える構文項
にすぎない。 
このとき、PLはBSの外部にある独立した帳簿ではなく、BS内部の構文的変化を時間差で記述する

構造体とみなすことができる。とくに利益項目は、PLの帰結として右側に配置され、最終的にBSの資
本項目に転化することで、構文的連続性が保証される。すなわち、PLはBSの右辺（資本・負債）を変
化させる構文的入力であり、その出力がBSの更新された右辺に接続される。 
このような連結性を明示するために、PLはしばしば費用を左に、収益を右に記述する構文形式を

採る。この配置により、収益と費用の差額である利益は右下に導出され、視覚的な整合性と構文的
連動性が得られる。通常、収益は費用より大きいため、PLは矩形的なバランス構造となり、可読性に
も優れる。だが、この「整合」は自動的なものではなく、差額である利益を「資本の増加」として定義的
に挿入することにより、BSとの接続が形式的に成り立つよう設計されたものである。 
この構文的補完関係において重要なのは、PLとBSは表形式や記述対象こそ異なるものの、いず

れも同一の構文規則に則っており、意味と形式が転写可能な構造を有している点である。PLが語る
のは、BSの右辺にどのような力が働いたかという変動の記述であり、BSはその変動の結果として定着
した状態の構文記録である。したがって、PLとBSは二つの帳簿ではなく、一つの構文言語における
異なる時間断面であり、記述対象と構文的立場が異なるにすぎない。 



このように再定義されたPLとBSの関係は、複式簿記が単なる計算体系ではなく、意味をもった記
述言語であることを明示する。PLはBSの変化を構文的に説明する文法的補語であり、BSはPLの変
動結果を定着させる構文的主文である。両者の統一こそが、複式簿記の構文的整合性の根拠をな
している。 
このPLとBSの接続は、記述構文として実現される必要があり、その典型例が『振替』という操作で

ある。 

4.5 振替という構文操作──勘定科目の再配置としての意味転写 
簿記における「振り替え」とは、勘定科目間の数値を移動する記述行為であるが、その本質は構

文的な意味転写にある。たとえば、損益計算書（PL）に記述された収益や費用の記録は、決算時に
は損益勘定を経由して貸借対照表（BS）の純資産勘定に転記される。この操作は、単なる数値の移
動ではなく、「ある構文領域に属する記述（副文）を、別の構文領域（主文）に変換して再配置する」と
いう構文的手続きである。 
この振り替えにより、PLという一時的な構文空間で生じた損益情報は、BSという永続的な構文空間

へと意味づけられ直される。収益と費用の差額である「利益」は、PL内での位置づけでは「変動の帰
結」にすぎないが、BSに転記された時点で「資本の増加」という構文上の再定義が行われる。すなわ
ち、振り替えとは「構文的意味の変換」であり、「時間と構文領域をまたぐ意味構築」である。 

4.6 損益勘定による構文的媒介──PL利益のBS接続 
損益計算書（PL）において発生した利益は、最終的に貸借対照表（BS）右側の資本勘定に転記さ

れる。この転記操作は、単に金額を移すという処理的操作ではなく、構文的な意味変換と位置変換
をともなう記述行為であり、複式簿記の構文整合性を支える要所である。 
この接続を実現するためには、通常「損益勘定」という一時的な媒介勘定が用いられる。損益勘定

は、PLで計上されたすべての収益と費用を一時的に取りまとめ、その差額である利益を明示的に算
出する構文的装置である。このとき、「収益＞費用」であれば損益勘定の貸方に残高が生じ、「費用
＞収益」であれば借方に残高が残る。この残高こそが、PLの利益であり、BSに接続されるべき構文
的出力である。 

【仕訳例①：貸借対照表における「結果」と「原因」】 
（機械を借入金で購入） 
借方：機械　1,000円　／　貸方：借入金　1,000円 
※この仕訳は、資金の調達（借入）と支出（機械購入）の二段階を省略し、構文的因果関係を一つの

仕訳に圧縮した表現である。 
→ 機械（資産）は「現在あるもの＝結果」、借入金は「その由来＝原因」として、BS上に構文的に配

置される。 
 
【仕訳例②：損益計算書における「変化」構文】 
（広告費を現金で支払った） 
借方：広告費　100円　／　貸方：現金　100円 
→ 広告費は「資産の減少という変化」を意味づけるPL構文上の記述項。現金の減少に対する「意味

ラベル」。 
 
【仕訳例③：位置の意味の可逆性】 
（広告費を「右にマイナス」とせず「左にプラス」で記述） 
借方：広告費　100円　／　貸方：現金　100円 
 
（代数的に等価な仕訳、構文変換後の同値表現） 
借方：現金　－100円　／　貸方：広告費　－100円 
→ 左右の位置が変化すれば、数値の符号も反転し、意味は保存される。これは構文操作と代数操

作の可換性を示す。 
 
【仕訳例④：PLとBSの構文的接続（利益の転記）】 
（売上によって売掛金が増加） 



借方：売掛金　500円　／　貸方：売上　500円 
→ PL上の「売上」という収益項目が、BSの左側（資産：売掛金）と構文的に連携している。 
 
【仕訳例⑤：損益勘定を経由する転記（振替処理）】 
    決算時に売上・費用を損益勘定へ振替 
    （売上高：500円、広告費：100円） 
借方：売上　500円　／　貸方：損益勘定　500円   
借方：損益勘定　100円　／　貸方：広告費　100円 
 
    損益勘定に残った貸方差額（利益）を資本へ転記 
借方：損益勘定　400円　／　貸方：繰越利益剰余金　400円 
→ 損益勘定が媒介装置として機能し、「PL上の差額（利益）」がBS上の資本項目に構文的転記され

る。 

第5章　簿記形式の美学──可読性と二重否定 

5.1 費用はなぜ左にプラスで書かれるのか 
費用は本来、資産の減少という意味構造をもつ。したがって、数式的には「資産−費用」のように右

側にマイナスで表現されるのが自然である。しかし簿記では、費用は左側にプラスとして記述され
る。この構文的転換は、記号としてのマイナスを持たなかった時代に由来する。すなわち、「資産が
減った」という負の意味を直接書けないため、「減少」という意味を、右側にマイナスで書く代わりに、
左側にプラスで書くという転倒構造が設計された。この構造は、数学的には「マイナスのマイナス」を
プラスで表すのと同じ操作であり、費用＝−（−資産）という視点に立てば、左側にプラスで記述するこ
との意味的正当性が見えてくる。 

5.2 「右にマイナス」を避けた設計思想 
簿記は、帳簿記述の整合性と視認性を重視する構文体系である。その設計思想の根底には、「右

にマイナスを書く」ことを極力避けるという配慮が存在している。なぜなら、右側に負の数が並ぶ帳簿
は、視覚的にも意味的にも読みにくく、瞬時に経済的事実を判断することを困難にする。また、右に
マイナスを書くことは、「減った原因がマイナスだった」という二重否定的構文を招き、読解上の混乱
をもたらす。この問題を回避するために、「意味を転倒して正位置で書く」という技法が体系化され
た。費用は左にプラス、収益は右にプラスという構文は、こうした設計思想の集大成であり、記述と理
解の速度を同時に保証する表記法なのである。 

5.3 簿記の可読性と視認性の設計 
簿記構文の最大の特徴は、見ただけで意味が通るという可読性にある。これは偶然ではなく、構

文配置と記述方向の綿密な設計の成果である。左に費用、右に収益という配置、借方と貸方の均衡
構造、縦に揃った勘定科目と金額列──それらすべてが、「読む」ことを前提にした帳簿記述として最
適化されている。可読性とは単なる視認のしやすさではなく、構文が意味と整合していることで初め
て成立する。費用を左に書く構文も、右にマイナスを書くよりも明確かつ瞬時に意味が伝わるため、
形式として採用された。簿記は記録であると同時に表現であり、意味のある文章であることが、この可
読性設計を支えている。 

5.4 「マイナスのマイナス」による形式の統一 
「左にプラスで費用を書く」という表記は、数式的には「右にマイナスで書く」ことの否定であり、さら

にそれを避けるという操作は「マイナスのマイナス」に等しい。この構文操作によって、簿記は意味の
一貫性と記述の均質性を両立させることに成功している。費用が減少の意味をもつにもかかわらず、
左にプラスで書かれるのは、右側に意味的否定を持ち込まないための構文的自衛措置である。この
構造により、帳簿上のすべての記述はプラスで揃えられ、減少や逆転といった現象は構文位置の転
倒によって表現される。結果として、簿記全体が「常に正数のみで構成された記述言語」として統一



され、数式的には対称性を維持しながら、構文上の可読性と運用の簡潔さを高いレベルで実現して
いる。 

5.5 簿記構文の二層性──ナラティブ構文と監視構文 
簿記構文は、その起源において二層構造をなしている。貸借対照表（BS）は、古代から続く「何を

持ち、どう得たか」を記述するナラティブな構文であり、自己と資源の関係を語る静的文法である。一
方、損益計算書（PL）は、近代資本主義の発展──すなわち資本と運用者の分離──によって導入さ
れた、変動を監視し責任を可視化するための構文である。PLはBSの変化を追跡し、その原因を分類
し、意味づけるための補助構文として設計された。したがって、PLは「誰のために、なぜ変化したの
か」を記述するための動態的な文法であり、BSとは異なる構文的目的と視点をもって導入された制度
的構文である。この構文的分化を理解することは、簿記を記述言語として精密に扱うための前提条
件となる。 

【仕訳例①：費用の構文的位置──左にプラス】 
（広告費を支払った） 
借方：広告費　100円　／　貸方：現金　100円 
→ 本来は資産の減少原因である費用が、右にマイナスではなく、左にプラスで記述される構文的転

倒。マイナスの記述を避け、構文位置で意味を表現している。 
 
【仕訳例②：「右にマイナス」を避けた代数的構文】 
※あくまで構文比較のための仮想的記述 
借方：現金　－100円　／　貸方：広告費　－100円 
→ 費用が「右にマイナスで存在する」ことを示す数式的等価表現。ただし、実務では使用されず、構

文の可読性を欠くため採用されていない。 
 
【仕訳例③：減少を「左にプラス」で統一する構文】 
（借入金の返済） 
借方：借入金　500円　／　貸方：現金　500円 
→ 「借入金の減少」という右側のマイナスを、左側への転倒で表現。すべての勘定科目において「減

少＝左にプラス」の原則が適用される。 

第6章　まとめ──構文として簿記を再定義する 

6.1 勘定科目・左右・符号の3軸で理解する 
複式簿記の構造を理解するには、「勘定科目」「記述位置（左右）」「数値の符号」という三つの軸

を同時に捉える視点が必要である。勘定科目は意味のカテゴリを、左右の位置は構文的な因果関
係を、そして符号は代数的な変化方向をそれぞれ表している。これら三者は互いに独立ではなく、
構文上で相互補完的に機能している。たとえば、費用という科目を左にプラスで書く構文は、分類
（費用）・位置（左）・符号（＋）の整合によって成立しており、どれか一つが曖昧になれば意味も構文
も破綻する。簿記とは、これら三軸を重ね合わせた意味の構文体であるという理解が、すべての記述
の前提にある。 

6.2 PL構文とBS構文の分化 
簿記には、ナラティブ構文としての貸借対照表（BS）と、監視構文としての損益計算書（PL）という

二重の構文的出自がある。BSは古来より、存在の構造──すなわち「何を持っているか」「どう得た
か」という静的な説明を目的としていた。とくに、商人自身が自らの資産を運用していた時代には、そ
の増減の理由を他者に説明する必要はなく、BSのみで構文的には完結していた。PLに相当する構
文は、経済主体と記述主体が一致していたため、自明であり、明示的な記録は不要とされた。たとえ
ば、借入金や出資金といった外部資本を記録していれば、残りは自然に商人自身の持ち分と見なさ
れ、それがどのような理由でそうなったかを改めて説明する必要はなかった。 



しかし近代に入り、資本の所有者と経営の担い手が分離されると、資産の変動に対して説明責任
が発生するようになる。経営者は、与えられた資本がどのような費用と収益の構造を経て変化したの
かを明示する義務を負うようになった。この制度的要請に対応するため、PLは新たな構文装置として
導入された。PLは、BSの右側にある資本の変動を説明する「理由の構文」として設計され、動的かつ
因果的な意味構造を担うことになった。 

PLに記述される収益や費用は、いずれもBSの右側に属する「資本」の変化要因であり、構文的に
はその下位節に位置づけられる。すなわちPLは、BSを補完する副次構文であり、その文法的必要
性は、資本主義の制度的分離構造に根ざしている。この視点に立つことで、PLとBSは断絶した別表
ではなく、構文的に連続した記述言語の層構造として再統合される。PLとは、BSの静的記述に対し
て、時間軸と責任構造を導入することで成立した、制度的に要請された構文補助である。 

6.3 構文として簿記を完結させるために 
本稿全体は、『複式簿記とは、現在の資産がどのように形成されたのかを説明するために、資産の

増減とその原因を左右に分けて記述する』という定義を出発点としている。この定義に含まれる構文
的要請──「資産の変動」と「その理由」の左右分離、「費用＝資産の減少」を左にプラスで表す記
法、「PLをBSに構文的に接続する意義」──は、すべて一貫した記述論理のもとに配置されている。 
本書で示した各章の議論は、いずれもこの定義の意味的内実を展開し、操作ではなく構文として

簿記を読み解く視点を導くものである。勘定科目・位置・符号の三軸構造、マイナスのマイナスによる
転倒記法、BSとPLの接続、そして視認性を最優先に設計された記述形式──これらはすべて、複式
簿記を意味と形式の一致によって支えるための設計原理である。 
簿記とは、歴史的に蓄積された慣行ではなく、構文と意味が一致する文法体系であるという視点こ

そが、読解・記録・教育のいずれにおいても本質的な出発点となる。簿記の形式は偶然ではなく、記
述言語としての最適化の結果なのである。 
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